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1.八ヶ岳スカイランニングチャレンジを終えて 

 

この度は八ヶ岳スカイランニングチャレンジに多大なるご支援をいただきましてあ

りがとうございました。 

 

藤飛翔選手は良好なコンディションの元に挑戦し、7 時間 38 分 56 秒という記録と

共に、多くの「良い思い出」を残すことができたということです。サポートをした立

場としては、最高の結果を残してくれたことに安堵をしています。 

 

さて藤飛翔選手は当協会所属のスカイランナーであり山岳ランニングを心から愛す

るナイスガイです。彼をサポートするために集まったサポーター達も彼に負けず劣ら

ずのナイスな山岳ランナー達でした。彼の挑戦を全力でサポートできたことが最高の

喜びですが、それと共にサポーター達自身も当日の八ヶ岳を存分に楽しめたことがこ

のチャレンジのもう一つの大きな成功です。 

 

 今後もスカイランニングチャレンジを続けていこうと藤選手は話してくれていま

す。多くのサポーターと共に、山を楽しむ気持ちを大事にしながら更なる高みを目指

してくれると思います。 

 

ご支援を賜った皆様に感謝を申し上げると共に、今後のチャレンジにもご期待を賜

りますようお願い申し上げて、冒頭の挨拶とさせていただきます。 

 

長野県スカイランニング協会 

代表 木村卓哉 
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2.チャレンジ概要 
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3.チャレンジ結果 

 

タイム：7 時間 38 分 56 秒 

 

（詳細） 
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4. 総括（事務局／藤飛翔選手） 

◆事務局◆ 

初挑戦で手探りでプロジェクトを進めたわりにはスムーズに進めることができたが、いく

つかの点でスムーズではなかったこと等がありました。以下がその内容です。 

 

○準備段階 

・資金がなく寄付を募ることにしたため、プロジェクト開始当初は明確な予算を組めなか

った。  

そのため、プロカメラマンの招聘人数を確定できなかった。 

 ・2 か月前位にチャレンジの告知を行い、サポートメンバーの募集・予定の確保を行い、

合わせて 

サポート箇所毎の役割詳細を明確にし急な入替に柔軟に対応できる態勢を整えるべきだ

った。 

 ・今回は 40 キロ超におよるチャレンジだったので予備日無しの一発勝負だったが、今後

より短い距離のチャレンジであればサポート人数も少なくて済むため、予備日を作れる

余地が生まれる。 

  

○当日 

 ・登山届は事前に出しておいた方が当日のチャレンジに集中できる。 

 ・選手本人の移動、荷物運搬などはサポート車にすべて任せたほうが良い。 

 ・下山登山口でのサポートとロードでのサポートや応援は、選手にとって心強く感じる。 

 ・安全のため、下りでの撮影は極力回避したい。定点撮影の方が良い。 
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4.総括（事務局／藤飛翔選手） 

 

◆藤飛翔選手・当日の振り返り◆  

 

先日の八ヶ岳全山縦走スカイランニングチャレンジにおいては、多大なる応援、サポ

ートそして寄付でのお力添え、本当にありがとうございました。おかげで大きなトラブ

ルなく、無事記録樹立を達成することができました。 

 

スカイランニングチャレンジは３年前長野県への就職が決まって以来考えていまし

た。他人と戦うスカイランニングではなく、日本の誇るべき山岳と戦うスカイランニン

グというものも表現したい、という思いがありました。山岳や自己への挑戦である一方

で、先人達への挑戦でもあります。（ISF サイトには世界の山々における最速登頂記録集

が載っています。）近い将来、海外の山岳でも挑戦していきたいです。レースではない

けども、これは山岳・自己・先人との戦いで、より深くスカイランニングを思うことが

出来るのかな…というように、色々とこの挑戦の意味を探ることをしていました。何か

哲学者にでもなったかのように、考えることが楽しくもありました。(笑) 

 

予定では 2020 シーズンはワールドシリーズを３戦ほ（Yading,Comapedrosa,Zacup）

回るつもりでした。しかし、このコロナ禍でワールドシリーズが中止になってしまった

こと、そして登山やそのリスクに関する議論が喧々としていたことのふたつが原動力と

なり、結果として挑戦時期が早まった形になりました。 

 

八ヶ岳を選んだ理由は、移住してから足しげく通っている山域であることに加え、も

っとも思い入れが強く、魅せられた記憶の残る山だからです。５年前、当時 JST南関東

でスカイランニングをかじり出したころに連れてきてもらったのが赤岳・横岳・硫黄岳

でした。行者小屋から見上げた山容に驚き、地蔵尾根のキツさ、酸欠でのシビレ、そし

て絶景もどれもが新鮮でした。本当に気持ちよかった記憶しかありません。移住後の八

ヶ岳登山はひとりだったり、仲間だったりと様々ですが、毎度登るにつれてたくさんの

思い出が出来ることがうれしく、いつも増えていく思い出を振り返りながら登るのも、

また幸せに感じるきっかけをくれます。というわけで、またひとつ溜まった思いをぶつ

け、全力で青春すべく！八ヶ岳に選びました。 

 

八ヶ岳全山縦走は多くの方がやられてきたと思いますが、記録として残っているのは

1980 年代に下嶋渓氏の 14時間が著書『ランニング登山』に載っています。僕自身試走

を重ね、現実的な目標として出したのが 8時間でしたが、これは下嶋氏と違って各山頂

にて補給有りのフルサポート体制です。さらに、最低限の荷物（スマホ、GPS端末、水

分 500ml、エネルギー約 500kcal、シェル、応急用のホワイトテープ）で挑んだため、

10kg ほどの荷物を背負う場合とは条件はもっとも異なりますが、スカイランニング本来

の姿であるフルサポート体制でどこまでいけるのかという所も含め、8 時間目標で臨み

ました。 

 

7 月下旬ほどに長野県スカイランニング協会の木村さんに言いだし、８月頭にはプロ

ジェクト化して、最終的には撮影とサポート約２０人のご協力、そして多大なる寄付の

方も頂きました。準備の段階は初めてのことが多く、本当に大変に感じました。私の段

取りが悪く、サポートの方も困惑することばかりだったと思います。無論当日まで投げ

出すことは出来なく、あとは登るだけというところまでたどり着くことが出来ました。 

 

私自身のトレーニングというとかなり順調でした。主に試走がメインですが、１登目
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の蓼科山と北横岳の２登目は速さを求めました。回数を重ねる中でたくさんの気づきが

ありました。麦草峠から東天狗岳までの区間は、実はかなり集中力がいる局面というこ

と。硫黄岳以南の核心部は常に２割の余裕を残すこと、疲労度合に応じた攻めと休みの

割合をコントロールすることが安全につながること。赤岳からのキレットやギボシの下

りのコース取り。とにかく山を覚えて、登り方下り方、そして全体感のイメージをつか

み、体を八ヶ岳にチューニングしていく感じで仕上げました。どんどん出来上がってい

く感覚も本当に面白く、スキーがうまくなるのと同様に毎度八ヶ岳を上手に登れるよう

になっていきました。何よりピーキングもうまくいき、年１回切りピークもずばり１０

月２日 で合わせることができました。難なくというわけではありませんでしたが、7 時

間 38 分 56秒と無事記録樹立も達成できました。 

 

チャレンジから 1 週間経ちますが、今の思いは寂しいという感じです。準備期間も当

日も本当に緊迫していましたので余裕が無かったのですが、終わってしまうと、心に穴

が空いたように何もなくなってしまいました。結局のところ、準備も練習も当日も楽し

めていたのだと思います。でもチャレンジの後も楽しまなければいけない、やっただけ

では勿体無いので、反省も兼ねて備忘録を書き殴りたいと思います。 

 

当日のまだ夜明け前、天気は実に山日和でした。５時１分、落ち着かずスタート。山

に入る前は寒さで呼吸が浅くなっていましたが、山に入ると不思議と深い呼吸が出来る

ようになっていて調子よく登り続けることが出来ました。蓼科山は 3km/+850m の岩場の

続く登りです。山頂を４３分通過、全力で４０分なので、かなりのハイペースでした。

サポートの優さん、惠大、そしてサプライズ登場の龍弥がいてくれて最高の山頂でし

た。そして東には日の出と、南にはこれから登る八ヶ岳がすごく鮮明に見え、挑戦への

覚悟がより強くなりました。 

 

蓼科から北横岳までは凍結している箇所もあり、滑る岩場が続きましたが、時には手

を付きながら無難に下りました。北横岳までの登りは＋700m ほどあるくせ者ですが、某

鬼退治アニメの影響から呼吸に集中していたら、すんなりと登頂できました。(笑)内山

さんと塚原さんが豪華なエイドを構えて待っていてくれました。本当に嬉しかったので

すが、コーラと暖かい麦茶だけもらいました…。いてくれるだけで充分ありがたかった

です。 

 

縞枯山、茶臼山までは細かなアップダウンが続きますが、走りと歩きを混ぜながらス

カイレース並みの努力度で登り、下りは無難にクリアすることを心掛けました。麦草峠

まではトラブルなく到着し、木村さんと大さん、そして相良さんが待っていてくれまし

た。エイドでフラスクをもらい補給。カメラ目線せずごめんなさい…。あっさりと通過

してしまいました。麦草峠から東天狗岳までは山が開けるところが少なく、もどかしい

区間でした。丸みを帯びた濡れた岩場が続くため、気が散ると転倒しやすい箇所なの

で、体勢を安定させることを意識し、集中を切らさずに進みました。だけど孤独なセク

ションで西山さんが応援に駆けつけてくれていて嬉しかったです。力になりました。 

 

  「おかしいな…。」膝に違和感がでたのが東天狗岳までの急登でした。東天狗岳山頂

には今井さん、高木さん、金澤さんが待っていてくれましたが苦しさ見せちゃいました

…。でも応援でありがとうございました。根石岳までのガレ場の区間でも痛みに変わ

り、不安になってしまいました。無駄に何パターンか選択肢がぐるぐると頭に思い浮か

びました。最悪は赤岳がゴールかな、とかも。痛みを忘れて山と対峙したいけど、出来

ないという精神状態が本当にもどかしく感じました。ただ、次の山頂で寒い思いをして

も待ってくれている人のために、会いにいかないとなぁ、いい顔見せないとなぁという
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思いが背中を押してくれました。根石岳山頂では穂さん、亮介さんが待っていてくれて

安心しきってしまい、いったんジェルを飲むのに立ち止まり、まわり登山者と少し会話

もしつつ出発した記憶があります。仲間がいてくれることが本当に心強く、背中を押し

てくれました。 

 

次は硫黄岳だ、いよいよ核心部だと意気込んでいると、そこにはオーレン小屋が。

（笑）根石岳からの下りで夏沢峠への分岐を間違いました。余分に下った分登らなけれ

ばなりません。本当に苦しい…。しかし、戻りようもないので八ヶ岳が与えてくれた試

練を受け止め、小淵沢のことだけを考えるのではなく、山に対して一つ一つと前向きに

向き合いなさいというメッセージなのかなと捉え、ひたすら登りました。 

 

思えば八ヶ岳の核心部やキレットがここ最近当たり前の存在になっていて、たぶんこ

の余分な下りがなければ、またいつも通りの山頂だったと思います。ロストによる長い

道中のおかげで今日の硫黄岳は、”やっと来た感”が本当に感じられました。そして大

屋さん、一輝が併走してくれた下りは楽しかったなぁ…下りが得意なのに気を遣って後

ろをついてくる感じもなんかうれしいような情けないような。そして核心部、大好きな

岩場や鎖場、赤岳までの急登がすべてうれしい。それなのに試走のおかげで最適なルー

ト取りや足場が見える、考えたり躓いたり止まったりせず進める。本当に気持ちよく通

過できました。 

 

そして赤岳では多くの方がサポートや応援に駆け付けてくれ、本当に報われました。

撮影の大嶋さん、サロモンの中村さん、青木さん、一宏さん、そして名取。赤岳からキ

レットまではより一層の集中力がいるところである一方で、時間がかかる区間です。膝

に痛みが走りましたが、確実に速く、楽に下る技術こそが安全につながると言い聞か

せ、ブレーキはあまりかけずに下りました。キレットも何度も下見を繰り返したおかげ

で浮石の少ないルートを選ぶことが出来ました。そしてキレットの中部にいてくれた細

田さんの暖かさ、妙に嬉しかったです。(笑)この下りは海外勢ならすごく攻めていただ

ろうなと少し悔しい思いもしつつ無難にクリア。キレット小屋からの登りはいやらしか

ったのですが、そこから一緒に進んでくれた名取が本当にありがたかったです。 

 

真紀さん、紀子さんの熱い声援が聞こえ、ハシゴに取り付けました。あそこが最もき

つく、呼吸も荒れきって体の力が入りませんでした。ハシゴ上で飲んだシャリシャリの

凍ったポカリが本当においしかったです。一緒に苦しんでくれている仲間がいることで

集中力が切れずに権現岳までたどり着くことが出来ました。権現山頂タッチ後に青年小

屋までの下り。さすがに 11 時過ぎだったので登山者も多く、あいさつだったり譲り合

いだったりし、特に落石を発生させないよう気を付けて下りました。「もう最後の岩

場・ガレ場だな、本当にたのしいな…。」体は苦しく、痛いはずなのに、不思議ともっ

とずっと山にいたいなと思ってしまいました。 

 

編笠山山頂タッチ。最後のピークです。甲府や諏訪方面の街並みが見えて本当に帰っ

てきた感が出てきました。気を緩んでいる暇はなく、限界が来ていた膝にはさすがにテ

ーピングをしてもらいました。あとは観音平まで 30 分ちょい。今まで試走よりもいい

リズムで下りきることができました。ただ、後ろの同伴がうるさい。特に、女性パーテ

ィーの前では声が大きくなり、前を行く私と少し距離が空いていても加速して追いつい

てきました。さすが名取です。(笑) 

 

小淵沢駅までは林道とロードを 7km/-700m下ります。かなりきつく、そしてものすご

く長く感じました。ここだけは精神的に辛かったです、いつかたどり着くゴールだけ考
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えても寂しい。山では山自体が遊んでくれている感じがありますが、ロードは本当に無

機質。人工物がこんなにも憎いと思いました。そんなとき深緑のハスラーがやってきて

…大さんが車で並走し応援してくれました。マジで嬉しかったです。そして小淵沢駅

へ。皆とハグやハイタッチをしてゴール。無事帰ってきた、皆にここで会えて良かった

…。「良かった！ヤッター！」しか出ませんでした。感無量でした。シャンパンの味も

これこそ勝利の美酒か、というくらい美味かった！すぐにフラフラになりましたが最高

でした。（笑） 

 

時間が経つと、仲間がいてくれたことがこのチャレンジの成功の大部分を閉めると思

います。サポートや応援、そして寄付がなければ成立しないし、何より当日までの準備

をやりきってチャレンジを迎えることができたのも皆がいてくれたおかげです。言い出

しっぺがやっぱ辞めたなんて言えません。（笑）だから藤だけの記録ではなくて、チー

ムとしての記録と思います。 

 

本当に、ありがとうございました！また必ずやりましょう！ 

 

藤飛翔 
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5.チャレンジの様子（動画） 

 

◆動画◆ 

 

long ver. 

https://youtu.be/mFFvCRl4bSE 

 

short ver. 

https://youtu.be/KcbVguYxRLs 

 

 

6.Special Thanks 

 

◆Support member◆ 

Uchiyama Yukihiro 

Oshima Shinya 

Oya Akihisa 

Kasahara Sui  

Kanazawa Hironori 

Kamimura Ryosuke 

Kikukawa Keita 

Kimura Takuya 

Takagi Kazuhiro 

Tanaka Maki  

Tsukahara Shinji 

Nakamura Tadashi 

Natori Masahiro 

Hattori Kazuki  

Hosoda Takahiro 

Matsumoto Dai 

Wakushima Yu 

Watanabe Noriko 

 

◆Donor◆ 

OMIYA-TANAKA-SHOUTEN&CO.,LTD. 

Inada Kazushige 

Uchiyama Yukihiro 

Kimura Takuya 

Sagara Kota 

Tanaka Hiroyuki 

Tamura Naoki 

Tsuchiya Wakako 

Nishiyama Tatsuya 

Miyasaka Yasuko 
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7.決算 

 

 

多額のご寄付を賜りありがとうございました。これよりに空撮及び動画編集をプロカメ

ラマンに依頼し、遠隔地からのサポートメンバーに宿泊場所を提供し、すべてのサポート

メンバーに雑費として経費をお支払いすることができました。結果として収支がプラスと

なっておりますが、これは次回のチャレンジ経費に充当することに致します。 

 

以上 

2020/10/2実施

単価 人数

収入 寄付 140,000

支出 空撮・編集 50,000 1 50,000

宿泊 3,308 5 16,543

サポート 3,000 16 48,000

シャンパン 2,300 1 2,300

支出計 116,843

収支 23,157

【八ヶ岳スカイランニングチャレンジ実績】


